
小学校の在り方を検討する保護者アンケートの結果について 
 

１． 目的 

超低出生時代を迎えた津久見市の小学校の在り方について検討するとともに、魅力ある小学校づくりや、
質の高い小学校教育を提供できる環境について検討するため、今後小学校に通わせる乳幼児保護者を対
象にした調査を実施し、今後の検討委員会の参考にすることを目的としている。 

 

 

 

２．調査の概要  

調 査 名： 「小学校の在り方検討に関する保護者の意向調査」 

 

調査方法： WEBアンケート（Logoフォームを利用） 

 

調査期間： 令和８年３月１７日（金）～令和８年４月２４日（金） 

 

対 象 者： 市内在住で0歳～6歳児の保護者 全２３３世帯（令和８年３月１７日時点） 

 

 

 

３．回収状況  

回答    １１０件（対象全世帯 ２３３世帯）    全体回収率   ４７．２％ 

 

 

 

４．結果の詳細について 

    ① 小学校教育に期待すること 

       ア 小学校で十分な学力（基礎的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力、主体的に学習に取り 

組む態度など）をつけてほしい。 

       イ 小学校で十分な体力をつけてほしい。 

       ウ 小学校では、いじめなどなく、楽しく生活してほしい。 

       エ 小学校では、集団のルールや楽しむ方法を学んでほしい。 

       オ 小学校では、安心・安全に生活できるように、先生たちに相談にのってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

多くの保護者が以下を重視している。 

・基礎学力の確実な定着 

・安心・安全な学校生活 

・いじめのない環境 

・集団生活の中での人間関係づくり 

 

「学力」と「安心できる環境」の両立が

強く求められている。 

資料１ 



② 小学校教育で特に重視してほしい学習活動 

ア ICT を活用した学習 

ィ 個別最適な学習（習熟度に応じ  

た指導など） 

ウ 英語教育の充実 

エ 探究的な学習の充実 

オ 地域と連携した学習 

カ 異学年との交流 

キ 自然体験活動 

ク 文化・芸術活動や行事の充実 

ケ 体育的活動や行事の充実 

コ クラブ活動の充実 

サ 特別支援教育の充実 

 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 小学校の施設・整備であった方がよいと思うもの 

 ア ICT 機器（タブレット、電子黒板など） 

の整備 

イ 洋式のトイレ 

 ウ 校舎や教室のバリアフリー化 

（スロープ、エレベーターなど） 

 エ 小学校教育に必要な蔵書を備えた 

図書室 

オ 教室の空調 

 カ 体育館の空調 

 キ 水泳授業で使用できるプール 

 ク 防犯設備（カメラ・施錠など） 

   その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重視してほしい学習活動 

・自然体験学習 

・個別最適な学習（習熟度に応じた指導） 

・探究的な学習の充実 

・体育的な活動、英語教育など 

 

多様な学びと個に応じた指導へのニーズが高い。 

望ましい施設・整備 

・空調設備（教室・体育館） 

・洋式のトイレ 

・ICT 環境の整備 

・防犯対策 

 

安全・快適な学習環境への期待が大きい。 



④ 小学校に進学するにあたって、不安に思うことはありませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 学校規模の考えに最も近いものをお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

不安があると答えた理由から、主な不安は以下の５

つに整理できる。 

① 人間関係・いじめ 

友だちができるのか。いじめやトラブル 

② 学力・学習面 

授業についていけるか。学力差への不安 

③ 登下校・安全面 

通学距離、一人での登下校での不安 

④ 学校規模・少人数化 

児童数の減少。複式学級への不安 

⑤ 特別支援・個別対応 

支援体制の充実 

学校規模の考えとしては、 

どちらのよさも大切で判断が難しい・・・・・４０％ 

ある程度の人数がいる環境が望ましい・・３５％ 

少人数のよさを重視したい・・・・・・・・・・・・２０％ 

 

特定の規模に意見が集中している状況ではない。 

多くの保護者が両方の良さを踏まえて検討が必要と

考えている。 



⑥ 複式学級について、期待していること・不安に感じていること・もっと知りたいことなどがあればご 

記入ください。 

     記入・・・・５１件 

 

 

 

 

 ⑦ その他、本件について何かご意見がありましたら、自由にご記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体傾向としては、次の３点にまとめられる。 

１． 不安な声が多く、特に学習面への懸念が中

心である。内容については以下の５つに整理

できる。 

① 学力・学習面について  

② 授業の進め方   ③学習環境  

④ 人間関係・心理面 ⑤教員体制 

 

２． 一方で、少人数や異学年交流への一定の期

待がある。内容については以下の４つに整理

できる。 

① 少人数のよさ   ②異学年交流   

③ 自主性         ④学校維持 

 

 ３．制度の理解不足による不安が多く見られる。 

 

 自由記述をテキストマイニングで分析した。その結果が、以下の図である。そこで抽出された単語が「複式・

複式学級」が最も多い頻度で出現し、「津久見・津久見市」、「千怒」、「建て替え」、「少人数」、「子どもた

ち」、「ICT」、「統合」などの単語が出現していたことがわかる。 

  この分析結果をもとに、自由記述の内容をさらに分析していく。 

 

   

 
※テキストマイニング 

自由な形式で記述された文章を、自然言語処理の技術により単語や

文節に分割して、その出現頻度などを分析し、有益な情報を探し出す技

術のことで、言葉の出現量を文字の大きさで表現しています。 

青色…名詞  赤色…動詞  緑色…形容詞・形容動詞 



1

新築 更新

８０年

２０年 大規模改造

４０年 長寿命化改修

６０年 大規模改造

目標使用年数

～津久見市における学校施設の目標使用年数と更新周期～

◎目標使用年数、更新周期の設定

目標使用年数を８０年とし、大規模改造の周期を概ね２０年、６０年、長寿命化改修の周期を概ね４０年
とします。（「津久見市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定）」より抜粋）

資料２



2

◎長寿命化改修

学校施設の長寿命化改修とは、老朽化した校舎の構造躯体（柱や梁）を活かしながら、内外装や設備を更
新・改良し、目標耐用年数（80年程度）まで安全に使い続ける改修手法です。単なる修繕ではなく、バリ
アフリー化、断熱性能向上、ICT対応など現代の教育環境に合わせた機能向上を同時に行う「レトロフィッ
ト」（※１）の視点が特徴です。

◎大規模改造

学校施設の大規模改造とは、建築後20年以上経過した校舎や体育館などの老朽化に伴い、建て替えずに内
外装の模様替え、配管設備、耐震補強工事などを総合的に行い、建物の寿命を延ばす（長寿命化）工事の
ことです。安全な教育環境の確保と、建替え費用の平準化・削減を目的としています。

※２ 快適な室内環境を保ちながら、高断熱化・高効率設備でエネルギー消費を減らし（省エネ）、太陽光発電などでエネ
ルギーを創る（創エネ）ことで、年間の一次エネルギー消費量を実質ゼロにする建物（オフィスや学校など）のこと

◎新築

学校施設の新築とは、老朽化した校舎の建て替えや、児童・生徒数の増減、教育環境の向上を目的に、新
たな校舎や体育館などを建設する事業です。耐震化、木材利用、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル
ディング）化（※２）、防災拠点化などを考慮し、安全で環境に配慮した「開かれた学校」づくりが行
われています。

※１ 旧式の機械や設備に最新の技術や部品を組み込み、新品同様の性能や新機能を追加して「現代化」する技術・手法



基準 診断 補強

堅徳小学校 体育館 600 S55 46 旧 済 済 長寿命 81

堅徳小学校 校舎① 1585 S60 41 新 長寿命 62

堅徳小学校 校舎② 583 H21 17 新 長寿命 93

青江小学校 校舎① 1784 S59 42 新 長寿命 62

青江小学校 校舎② 715 H26 12 新 長寿命 100

青江小学校 体育館 612 H27 11 新 長寿命 100

津久見小学校 校舎① 1186 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎② 893 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎③ 967 S61 40 新 長寿命 37

津久見小学校 体育館 1000 S57 44 新 長寿命 31

津久見小学校 校舎④ 1123 H16 22 新 長寿命 91

千怒小学校 校舎① 1350 S53 48 旧 済 済 長寿命 10

千怒小学校 校舎② 622 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 校舎③ 454 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 体育館 617 H7 31 新 長寿命 75

健全度

（100点満点）

津久見市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定）より抜粋

経過年数
耐震安全性

施設名 建物
面積

（㎡）
建築年度 試算上の区分

令和３年～令和１２年度長寿命化改修を予定（現計画）

◆市内４校の施設の状況◆
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基準 診断 補強

堅徳小学校 体育館 600 S55 46 旧 済 済 長寿命 81

堅徳小学校 校舎① 1585 S60 41 新 長寿命 62

堅徳小学校 校舎② 583 H21 17 新 長寿命 93

青江小学校 校舎① 1784 S59 42 新 長寿命 62

青江小学校 校舎② 715 H26 12 新 長寿命 100

青江小学校 体育館 612 H27 11 新 長寿命 100

津久見小学校 校舎① 1186 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎② 893 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎③ 967 S61 40 新 長寿命 37

津久見小学校 体育館 1000 S57 44 新 長寿命 31

津久見小学校 校舎④ 1123 H16 22 新 長寿命 91

千怒小学校 校舎① 1350 S53 48 旧 済 済 長寿命 10

千怒小学校 校舎② 622 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 校舎③ 454 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 体育館 617 H7 31 新 長寿命 75

健全度

（100点満点）

津久見市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定）より抜粋

経過年数
耐震安全性

施設名 建物
面積

（㎡）
建築年度 試算上の区分

次期計画（2031（R13）年度以降の計画）の際は、検討の対象になると思われる施設

◆市内４校の施設の状況◆
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基準 診断 補強

堅徳小学校 体育館 600 S55 46 旧 済 済 長寿命 81

堅徳小学校 校舎① 1585 S60 41 新 長寿命 62

堅徳小学校 校舎② 583 H21 17 新 長寿命 93

青江小学校 校舎① 1784 S59 42 新 長寿命 62

青江小学校 校舎② 715 H26 12 新 長寿命 100

青江小学校 体育館 612 H27 11 新 長寿命 100

津久見小学校 校舎① 1186 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎② 893 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎③ 967 S61 40 新 長寿命 37

津久見小学校 体育館 1000 S57 44 新 長寿命 31

津久見小学校 校舎④ 1123 H16 22 新 長寿命 91

千怒小学校 校舎① 1350 S53 48 旧 済 済 長寿命 10

千怒小学校 校舎② 622 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 校舎③ 454 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 体育館 617 H7 31 新 長寿命 75

健全度

（100点満点）

津久見市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定）より抜粋

経過年数
耐震安全性

施設名 建物
面積

（㎡）
建築年度 試算上の区分

大規模改造の検討が必要な施設と検討の周期が近い施設。

◆市内４校の施設の状況◆

5



基準 診断 補強

千怒小学校 校舎① 1350 S53 48 旧 済 済 長寿命 10

千怒小学校 校舎② 622 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 校舎③ 454 S63 38 新 長寿命 75

千怒小学校 体育館 617 H7 31 新 長寿命 75

健全度

（100点満点）

津久見市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定）より抜粋

経過年数
耐震安全性

施設名 建物
面積

（㎡）
建築年度 試算上の区分

当初、３施設（2426㎡）を長寿命化改修で計画し設計。

◆千怒小学校の改修計画◆

◎全体工事費 １５億３４７４万９７００円
（建築主体・電気設備・機械設備・仮設校舎建築・外構工事・EVの新設・渡
り廊下工事）※引越し費用、備品購入費含まず。
【参考】旧第一中学校…校舎3600㎡＋増築＋外構など 約１３億円

校舎①

校舎②

校舎③
◎計画では全体工事費 約７億～８億円
（旧第一中学校の改修単価＋物価高騰分+仮設校舎で見込む）
ここから、財政協議して設計工事費確定し予算化する予定であった。

●計画との乖離が大きく、優先度の高い部分から可能な範
囲で改修工事を実施する方向に変更し、工事開始を１年延
期（R9開始）した。R8年度変更設計着手。

体育館

6

出典：Google Maps 航空写真



基準 診断 補強

津久見小学校 校舎① 1186 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎② 893 S50 51 旧 済 済 長寿命 16

津久見小学校 校舎③ 967 S61 40 新 長寿命 37

津久見小学校 体育館 1000 S57 44 新 長寿命 31

津久見小学校 校舎④ 1123 H16 22 新 長寿命 91

健全度

（100点満点）

津久見市学校施設長寿命化計画（令和３年３月策定）より抜粋

経過年数
耐震安全性

施設名 建物
面積

（㎡）
建築年度 試算上の区分

令和３年～令和１２年度長寿命化改修

◆津久見小学校の改修計画◆

校舎①
校舎②

体育館

◎校舎全体工事費（仮）１９億９５３９万１２００円
千怒小の改修建築単価（R7時点）@517,210円×3046㎡＝1,575,391,200円
仮設校舎 R7学級数 9学級+支援+学校支援センターなど 千怒小仮設校舎
建築時の1.5倍と仮定 280,000,000円×1.5＝420,000,000円
【参考】（千怒小 6学級など ）

◎体育館も長寿命化改修工事対象
全体工事費（仮）２億４２４０万円～３億６３６０万円
以上？
費用の目安として坪単価で約８０万～１２０万円前後が指標とされているが、
近年の物価高騰により上昇傾向。
現在の面積1000㎡（約303坪）で算定すると

※物価・人件費の高騰から単価は更に上昇するのではないか？

7
出典：Google Maps 航空写真



◆脱炭素先行地域事業（2026年度～2030年度）◆ 大分県 環境政策課 HPより
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◆津久見市での事業内容◆

津久見中学校

千怒小学校

津久見小学校

青江小学校

旧第二中学校

太陽光発電設備の導入・蓄電池設備の導入
【事業実施主体：民間事業者】

体育館への高効率空調設備導入
【事業実施主体：津久見市】

高効率空調設備導入
【事業実施主体：津久見市】

LED照明設備の導入・高効率給湯器の導入
【事業実施主体：津久見市】

◎環境省の所管で 2/3の補助を受けられる。

◎文科省の場合…体育館空調 1/2の補助。

堅徳小学校

体育館空調…文科省
の補助を使って整備
できないか？検討

総事業費 約４億６千万円

大分県津久見市

ロゴ

9



堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

堅徳

青江

津久見

千怒

保戸島

計

→複式学級となる可能性のある学年（※転入転出で変動します）

児童数の推移

令和７年度　児童数（R8.2.1　実数）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

46

23 24 19 21 16 22 125

13 6 10 5 7 5

209

20 19 21 15 15 11 101

42 36 30 26 41 34

1

98 86 80 67 79 72 482

0 1 0 0 0 0

令和８年度　児童数（R8.4.10実数）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

44

24 19 21 16 22 12 114

6 10 5 7 5 11

188

20 21 15 15 10 11 92

36 31 25 40 34 22

0

86 81 66 78 71 56 438

0 0 0 0 0 0

令和９年度　児童数（R7.5.21現在の新入生調べからの推計）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

47

19 21 16 22 12 9 99

10 5 7 5 11 9

174

21 15 15 10 11 11 83

31 25 40 34 22 22

0

81 66 78 71 56 51 403

0 0 0 0 0 0

令和10年度　児童数（R7.5.21現在の新入生調べからの推計）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

43

21 16 22 12 9 17 97

5 7 5 11 9 6

166

15 15 10 11 11 8 70

25 40 34 22 22 23

0

66 78 71 56 51 54 376

0 0 0 0 0 0

令和11年度　児童数（R7.5.21現在の新入生調べからの推計）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

43

16 22 12 9 17 11 87

7 5 11 9 6 5

156

15 10 11 11 8 6 61

40 34 22 22 23 15

0

78 71 56 51 54 37 347

0 0 0 0 0 0

令和12年度　児童数（R7.5.21現在の新入生調べからの推計）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

43

22 12 9 17 11 13 84

5 11 9 6 5 7

131

10 11 11 8 6 8 54

34 22 22 23 15 15

0

71 56 51 54 37 43 312

0 0 0 0 0 0

令和13年度　児童数（R7.5.21現在の新入生調べからの推計）

　　　学年

学校
6年生 ５年生 ４年生 ３年生 ２年生 １年生 全校生徒数

46

12 9 17 11 13 12 74

11 9 6 5 7 8

107

11 11 8 6 8 8 52

22 22 23 15 15 10

0

56 51 54 37 43 38 279

0 0 0 0 0 0

資料２－２



参考資料（津久見市史より）

児童数 計 2767人



これからの小学校のかたち ～新しい学びの風景～ 

 これからの小学校の校舎には、単に「教室が並ぶ建物」ではなく、子どもたちの学び方や過ごし方に合

わせて柔軟に変化できる空間が求められています。 

文部科学省の「新しい時代の学びを実現する学校施設」では、次のような視点が重視されています。 

1. 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向け、柔軟で創造的な学習空間を実現 

2. 新しい生活様式を踏まえ、健やかな学習・生活空間を実現 

3. 地域や社会と連携・協働し、ともに創造する共創空間を実現 

4. 子供たちの生命を守り抜く、安全・安心な教育環境を実現 

5．脱炭素社会の実現に貢献する、持続可能な教育環境を実現 

 これらの視点をもとにイラストを作成しています。 

 

 

居場所となる温かみのある空間（明るい校舎・広い階段や廊下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロッカースペース等の配置の工夫による空間（廊下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



トイレの洋式化・乾式化、手洗い設備の非接触化   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人１台端末環境等に対応したゆとりのある教室   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多目的スペースの活用による多様な学習活動 

 



（資料）国立教育政策研究所文教施設教育センター「教職員スペースの在り方に関する調査研究」成果報告書より



（出典）全国の学校における働き方改革事例集（令和５年３月改訂）

（出典）「ウェルビーイング向上のための学校施設づくりのアイディア集」（令和６年９月）


